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ツマグロヨコバイの多発要因解析

H稲熟期と成虫サイズの推移

関口 亘・成瀬博行
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期7月26日，成熟期8月31日）と晩生稲（日本晴，出穂
期8月20日，成熟期10月1日）の無防除田(18アール）
において田植後から7日間隔ですくいとり50回当り虫数
調査（口径36cm,柄長1"cmの捕虫網）と同時に採集
した雌・雄成虫20頭から50頭をミクロメーターを用い頭

北陸地方におけるツマグロヨコパイの発生様相は西南

暖地に比較してかなり異なっている。西南暖地では法

橋2)によると初期侵入世代平均密度株当り0.1頭前後，ピ
ーク世代である第2世代の平均密度の上限は株当り20頭

以下であり，これらの密度レベルの年次変動は小さく，

安定している。すなわち，雌成虫の産卵数が強い密度依

存性を示すことと雌成虫の密度依存的移出が個体群密度

の調節に最も効果的に働いていると考えられている。

一方，当地方の本種の発生は越冬期の積雪が環境抵抗

として大きく働き‘･8)，初期侵入世代平均株当り密度は前

報｡)のように多発年で0.002頭前後ときわめて低い。し

かし，世代の経過とともに急激に増加し，ピーク世代で

ある第3世代には平均株当り密度は多発年で150頭（3
令虫以上）に達する。しかし，この増殖過程は第2世代
から稲の熟期，すなわち，早生稲，晩生稲で明らかに異

なり，第2世代後半から第3世代にかけて，発生量，発
生時期に大きな差が生じる。こうした現象の解明は発生

予察のうえできわめて重要なことと考えられる。

そこで，第2世代後半以降の稲熟期による増殖の違い

を明らかにするため，1978年から'79年にかけて，成虫

サイズ（大きさ）の発生世代による変動について生息密
度とあわせて調査したのでその結果を報告する。
本試験を実施するに当り，有益な助言，御教示をいた

だいた穴口市良前場長,堀田良場長,常楽武男病理昆虫
課長に感謝の意を表する。

I試験方法

1978年

前報0〕の成苗植（5月19日植）無防除田の早生稲（は
つかおり）と晩生稲（日本晴）において生息密度調査を
実施し，同時に採集した雌，雄成虫20頭から50頭につい
てミクロメーターを用い前翅長を測定した。

1979年

稚苗植（5月9日植）の早生稲（ホウネンワセ，出穂

幅，前翅長を測定した。

Ⅱ結果および考察

1生息密度の推移

前報‘のでは稲熟期による生息密度推移の違いを成苗植
の早生稲はつかおり,晩生稲日本晴について検討し,第1
図のように晩生稲では早生稲に比較して第2世代幼虫期
の後半以降，発生密度は停滞し，第3世代幼虫および成
虫ピークが遅れることを示したが，1979年にはこれらの
現象を再確認するため，栽培様式および早生稲の品種を
変えて検討した。その結果第2図でみられるように，両
稲の密度推移は7月中旬（第2世代幼虫中期）まで大き
な違いはみられなかったが，7月下旬以降（第2世代幼
虫後期以降）晩生稲は早生稲に比較してあきらかに低い
密度で推移し，第3世代幼虫および成虫ピークの遅れる
傾向がゑられ，前報｡)で示した結果が裏付けられた。
2成虫サイズの推移と変動要因
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ある越冬世代はきわめて小さく，後続の第1世代に比較

して雌前翅長で12.8％小さく，全世代を通じて最も小型

であった｡第1世代（6月下旬～7月上旬)は著しく大き

くなり全世代を通じて最も大型となった。第2世代（7

月下旬～8月中旬）は発生盛期である7月下旬から8月

上旬にかけて第1世代と大きな差はなく大型であるが，

発生盛期を過ぎた8月上旬から中旬にかけてやや小型化

する傾向が承られた。第3世代（8月下旬以降）は著し

く小さくなり，最も大きい第1世代に比較して雌前翅長

11.8％，雄前翅長11.9％それぞれ小さく，越冬世代に
ついで小型となった。

晩生稲（日本晴）

第1世代までは第3図のように早生稲と大きな差は承
られないが，第2世代になると成虫サイズに明らかな変
化が承られた。すなわち，発生盛期である7月下旬から
8月上旬にかけて，一時的な小型化現象が認められた。
すなわち,早生稲に比較して雌前翅長で3.9～6.2％,雄前

翅長で5.9～7.0％減少していた。しかし，第2世代期後
半である8月上旬から中旬にかけてやや大きくなる傾向
が承られ早生稲と大きな差がなくなった。第3世代は，
早生稲と同様に小型化し最も大きい第1世代に比較して
雌前翅長9.4％，雄前翅長9.1％の減少が認められた。

1979年

早生稲（ホウネンヮセ）

雌・雄成虫サイズは第4，5図に示した。越冬世代は
前年と同様に著しく小さく，後続の第1世代に比較して
雌頭幅,前翅長とも12.5％，雄頭幅，前翅長とも7．1％
小さく全世代を通じて最も小型であった。第1世代（6
月下旬～7月中旬)，第2世代（7月下旬～8月中旬）と
も前年と同様に大型で，前年ぷられた第2世代期後半か
ら小さくなる傾向は認められなかった。第3世代（8月
下旬以降）に承られる小型化現象は前年に比してやや遅
く9月上旬から認められた。第1世代に比較して雌頭幅
5.5％，前翅長7.4％，雄頭幅4.6％，前翅長2.0%それ
ぞれ小さく越冬世代についで小型となった。
晩生稲（日本晴）

第1世代までは第4，5図のように早生稲と同様の推

移を示したが，第2世代は前年と同様に大きな変化が認
められた。すなわち，発生盛期である7月下旬から8月

上旬にかけて一時的におちこゑ，早生稲に比較してあき

らかに小さく，雌頭幅5.6～5.8％，前翅長4.7～6.8％，

雄頭幅1.5～2.4％,前翅長2.7～3.5％減少していた｡特に

その傾向は雌成虫において顕著であった。しかし，発生

後期である8月中旬には小型化から回復し早生稲と大き

な差はなくなった。第3世代は早生稲と同様に小型化

し，第1世代に比較して雌頭幅2.3～3.0％,前翅長4.9～
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第3図早・晩生稲における前翅長の推移（1978）
信頼区間95％

(1)成虫サイズの推移

1978年

早生稲（はつかおり）

雌・雄成虫サイズの推移は第3図のように侵入世代で
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成虫サイズは幼虫期の生息環境に大きく影響される。

したがって，成虫サイズは幼虫期の生息環境の良否を表

わす一つの指標になると考えられる。

昆虫の発育に関与する環境条件として，特に重要視す

べきものは食物および気象であるが，一方，ミナミアオ

カメムシ')，アズキゾウムシ‘)で承られるように，個体群

密度の制御機構の一つとして幼虫期の密度効果による成

虫サイズの変動についても考えられる。

幼虫期の密度と成虫サイズ

1978年の第1世代から第3世代にかけて，各成虫サイ

ズ測定時以前20日間の各生息密度調査時の株当り虫数

(第1図)から平均株当り虫数を求めて幼虫期密度とし，

これと成虫サイズの関係を承たのが第1，2表である。

成虫サイズ測定時以前20日間の平均株当り虫数は時期の

経過にともなって増加し，一方の成虫サイズは小型化す

る。この関係は高い負の相関が認められた。この幼虫期

の平均密度は第1表のように早生稲では0.533頭から54.

700頭，晩生稲は0.360頭から19.680頭である。これら

の密度は当地方としてはきわめて高い密度レベルであ

り，このような密度レペルでは成虫サイズは密度依存性

を示すとも考えられるが，他の要因を含めてさらに検討

が必要である。なお，笹波，桐谷，〉らは実験的に卵密度

の増加にともなって羽化率および羽化率の減少とともに

羽化成虫の頭幅の減少を認めている。

幼虫期の平均気温と成虫サイズ

1978年の第1世代から第3世代にかけて，各成虫サイ

ズ測定時以前20日間の平均気温を幼虫期平均気温とし，
これと成虫サイズの関係をゑたのが第1表である。両者

第1表幼虫期間の密度および気温と成虫サイズ

（1978）
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5.1％，雄頭幅1.6～4.6％，前翅長1.3～4.1％の減少か
ら認められた。

（2）成虫サイズの変動要因
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第28号昭和55年

日本晴上での密度推移を比較すると，晩生稲で第2世代

幼虫期後半以後の密度増加があきらかに停滞した，この

ことは,1975年から'78年の成苗植の早生稲はつかおりと

晩生稲日本晴の密度推移の比較と同様な結果であった。

3早生稲における成虫サイズは越冬世代が最も小さ

く，第1世代で最大となり以降，世代の推移にともなっ

て小型化した。発生世代別成虫サイズは第1世代≧第2

世代＞第3世代≧越冬世代の順であった。

4晩生稲における成虫サイズは越冬世代,第1世代

第3世代では早生稲と同様であるが第2世代は早生稲に

比較してあきらかに小型化した。発生世代別成虫サイズ

は第1世代≧第2世代≧第3世代＞越冬世代の順であっ
た。

5成虫サイズが第1世代を最大として，世代の推移

にともなって小型化する要因は，稲の発育ステージ推移

にともなう稲体窒素濃度の低下，幼虫期の生息密度およ

び平均気温が関与しているものと考えられる。

6晩生稲の成虫サイズ第2世代には早生稲に比較し

てあきらかに小型化した。この小型化の要因は，本種の

食餌として不適な出穂前20日前後の稲に第2世代幼虫期

が遭偶するためであると考えられる。さらにこのことが

第2世代幼虫期後半以降の少発生の要因になっているも
のと思われる。

16 北陸病害虫研究会報

はやや高い負の相関が認められた。当地方における気温

は例年7月下旬から8月上旬をピークとして以降，下降

するのであるが，当年は特に残暑がきびしく8月中旬か

ら下旬にかけても高温で経過した。この残暑が8月上・

中旬から発生する第3世代の幼虫期間の短縮と，出穂以

降の稲体の老化を早めることによる食餌としての不適性
とが，1979年以上に第3世代成虫サイズを著しく小型に
したものと考えられる。

稲の発育ステージと成虫サイズ

平野鋤によるとニカメイチュウ幼虫の食餌としての稲
の栄養価は稲の発育ステージによって変化する。すなわ
ち，稲茎の窒素含量は分けつ最盛期に最も高く，生殖成
長期に進むにつれてしだいに低下する。糖類や可消化性
炭水化物の濃度は分けつ期に少なく，生殖成長期になる
としだいに増加し，窒素濃度と逆の消長を示す。そし
て，稲茎内の糖一窒素化合物比あるいは炭水化物一窒素
化合物比と幼虫体重との間には，高い負の相関が認めら
れる。また,大矢・鈴木ら?〕は窒素欠乏稲は幼虫期間を長
びかせ，羽化直後の生体重を軽くし産卵数をも少なくす
るという。このようなことから考えると，第’世代の成
虫サイズを股大として世代の推移とともに小型化する一
つの要因として，稲の発育ステージの推移にともなう稲
体の窒素濃度の低下が関与していることが示唆される。
一方，稲の発育ステージによって食餌として不適な時

期があることが知られている。ツマグロヨコパイでは岸
野・安藤らのによると出穂前20日前後が耐虫性が股も強
まる。晩生稲における第2世代成虫サイズは早生稲に比
較してあきらかに小型化することが，1978年,'79年の2
か年とも認められた。このツマグロヨコパイの食餌とし
て不適な出穂前20日前後の時期は，早生稲では7月上旬
で第1世代成虫盛期であり，晩生稲では7月下旬で第2
世代幼虫盛期である。したがって，晩生稲における第2
代成虫サイズの一時的なおちこみの要因は本種の発育に

最も影響を受けやすい幼虫盛期が食餌として不適な出穂

前20日前後の時期と合致するためであろうと推察され

る。早生稲の場合は成虫期であるため成虫サイズの小型

化の影瀞がないものと考えられた。また，晩生稲におけ

る第2世代成虫サイズの小型化および小型化におよぼす

悪影響が第2世代幼虫期後半以降の4発生の要因になっ

ているものと思われる。
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Ⅲ 摘要

11978年から'79年の2か年,早生稲と晩生稲の無防

除田において，ツマグロヨコパイの密度推移と同時に成

虫サイズの推移について調査した。

21979年の稚苗植の早生稲ホウネンワセ上と晩生稲

〈


